
 

 

 

 

 

 

NSL RING マシンタイム登録・実験申込 

 

操作マニュアル 

 

 

Ver.2 

Aug 1, 2023 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学物性研究所  附属中性子科学研究施設 

 

 

 

  



 

 - 1 - 

更新履歴 

 

Ver. 日付  

1.0 2022.3.28 初版。1Cマシンタイム登録のみ実装。 

1.2 2022.4.5 1C実験申込実装。 

1.3 2022.4.29 2Cマシンタイム登録・実験申込対応（試料環境機器の表示） 

1.4 2022.6.20 試料・機器の登録方法（新規、再使用） 

安全性コメント入力機能の実装 

2.0 2023.8.1 2022年度の情報を削除。 

手続き締切日当施設 HPを参照するように変更。 
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1. 概要 

本マニュアルは、JRR-3大学共同利用研究支援サイト NSL RINGから、JRR-3の利用運転

サイクル前に、装置責任者が行うマシンタイムの登録と、マシンタイムを割り当てられた

研究代表者が行う実験申込の方法について、解説するものです。 

 

手続き マシンタイム登録 実験申込 

 

安全審査 

 

実施者 装置責任者 研究代表者 

（IRT課題は装置責任者） 

装置責任者 

大学装置安全管理統括チーム 

手続き 

内容 

担当装置での実施課題の 

・ マシンタイム日程 

・ 試料環境機器 

 

 

・ 研究協力者 

（実際の実験参加者） 

・ 持込試料 

・ 持込機器 

いずれも課題申請時から変更・

追加があれば反映させる。 

 

実験申込で申請された新規の

持込試料・機器について 

・ 「装置責任者からのコメ

ント」 

・ 「大学装置安全管理統括

チームからのコメント」 

を入力する。 

締切† 

 

サイクル開始日 

4週前 

サイクル開始日 

2週前 12:00 

サイクル開始前週火曜 

（メールにて案内） 

†各サイクルの具体的な締切日は、当施設ホームページ「実験前の手続き」にてご確認く

ださい。 

https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit 

サイクル直前に夏季休業、年末年始等が入る場合、さらに 1週間早まります。 

 

1.1 動作環境 

マシンタイム登録・実験申込は、現在、以下のブラウザで動作確認を行っております。 

・ Google Chrome (Win/Mac) 

・ Microsoft edge (Win) 

上記以外のブラウザは動作の保証がありませんのでご注意ください。 

※ Mac版Safariは対応予定ですが、一部操作ができないバグがあるため修正対応中です。 

 

1.2. なぜこの手続きが必要か？ 

JRR-3 で行うすべての実験は、実験課題名、実施日程、実験参加者、実験概要、使用（持

込）試料・機器などの情報を原子力機構(JAEA)に「利用申込」として提出する必要があり

ます。これに必要な情報を収集のが本登録・申込の趣旨です。 

震災前は、「中性子利用申込書.xlsx」に必要事項を記入しメール提出していただき、共同利

用窓口が手入力で利用申込を行なっていました。特に、2021年度の運転再開以降は、特に

実験概要や試料・機器の安全評価も課されるようになり、JAEA 側の利用申込の手順も改

善されたため、物性研の共同利用でもシステムを用いた系統的な申込手続きに移行する運

びとなりました。 

  

https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit
https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit
https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit
https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit
https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit
https://sites.google.com/view/issp-nsl/visit
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2. 【装置責任者】「マシンタイム登録」の操作方法 

2.1 サイクル・装置の選択 

(1) NSL RINGに自身のアカウントでログインします。 

ログイン後、ユーザメニューに、[マシンタイム] のタブが追加されていることを確認し

てください。 

(2) [マシンタイム] ＞ [マシンタイム登録] をクリックします。 

図 1のような画面が表示されます。 

 

図 1 

 

(3) マシンタイム登録したいサイクルを選択します。 

 [装置] が、ご自分の担当装置が選択されていることを確認してください。 

(4) [スケジュール表示] をクリックします。(3)(4)で選択したサイクル・装置の登録が可能

になります。 

 

2.2 スケジュールの割当 

(1) [スケジュールの割当] ＞ [割当課題] に、当該年度にその装置で採択または補欠となっ

ている一般課題（課題番号、研究代表者、課題名）、IRT課題がリスト表示されます。 

割当したい課題を選択し、[実験日程] にある、開始日と終了日（次のユーザーへの交代

日）を選択してください。 

(2) 使用する試料環境機器を選択します。 

一般課題では、課題申請の時点で申請者が選択した試料環境機器が自動的に選択され

ます。変更がある場合は、該当する機器にチェックを切り替えます（複数選択可）。該

当する機器がリストにない場合は、「その他」にチェックし、右側の入力欄に機器名を

https://nsl.issp.u-tokyo.ac.jp/ring/user_top.php
https://nsl.issp.u-tokyo.ac.jp/ring/user_top.php
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記入してください★。いずれの試料環境機器も使用しない場合は、一番下の「□ 施設が

管理する試料環境機器は使用しない」を選択してください。 

IRT課題では、申請の時点で情報がないため、最初は未選択となっています。適切な機

器、あるいは使用しないを選択してください。未選択のままの割当はできません。 

(3) [スケジュール割当] をクリックします。確認ダイアログで [OK] をクリックします。 

図 2のように、[割当スケジュールリスト] に、割当した課題が表示されます。 

(4) (1)(2)の操作を繰り返し、順次割当を行います。 [割当スケジュールリスト] に課題が追

加されていきます。 

(5) 日程や試料環境機器を誤って割当した場合、その課題の [編集] にあるアイコンをクリ

ックし、修正したうえで、[スケジュール修正] をクリックします。 

(6) 一度割当した課題を削除する場合、その課題の [編集] にあるアイコンをクリックし、

[スケジュール削除] をクリックします。割当したい課題を変更する場合も、この操作を

行ってから、変更後の課題に割当しなおしてください。 

 

図 2  SANS-Uで、IRT課題を 6/13-6/17、試料環境機器をオレンジクリオとしてマシンタ

イムを割当した際の画面表示。 

  

 
★
新規導入して試運転後に供用とした試料環境機器などで、標準の機器としてリストに追加したい場合は、試料環境機器

リストの更新を行いますので、システム担当までご相談ください。 
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図 3 (左) 確認ダイアログ   (右) 日程の重複がある場合のダイアログ 

 

(7) そのサイクルすべての課題の割当が完了したら、表の右上にある [スケジュール割当

実行] をクリックします。図 3(左)のようなダイアログが表示されます。 

割当した日程に課題の重複がある場合は、図 3(右)のようなダイアログが表示されます。

戻って、(5)または(6)の操作を行って修正してください。 

(8) [OK]を押します。マシンタイム登録が完了し、共同利用窓口に提出となります。表の 

[ステータス] ＞ [割当中] が [割当済] に切り替わります。 

確認メールが cc送信されるので確認してください。 

 

2.3 マシンタイム登録後は… 

割当の修正操作はできなくなります。日程、試料環境機器などの修正をしたい場合は、共

同利用窓口にご連絡をお願いします。また、共同利用窓口での確認により、修正が必要な

場合は、ご連絡しますのでご対応お願いします。 
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3. 【研究代表者】「実験申込」の操作方法 

 

3.1 実験申込する課題の選択 

(1) 装置責任者により登録されたマシンタイムは共同利用窓口で確認した後、該当サイク

ルの研究代表者宛に「実験申込依頼」のメールが発信されます。 

(2) NSL RINGに自身のアカウントでログインします。 

ログイン後、ユーザメニューの [申請] ＞ [実験申込] をクリックします。 

(3) 図 4のように、「実験課題リスト」に、実験申込が必要な課題が、ステータス＝未申込 

として表示されます。 

 

 

図 4 実験申込のメイン画面 

 

(4) 「編集」列のアイコンをクリックします。 

課題申請時に申請した課題情報、割り当てされたマシンタイム、使用する試料環境機器

が表示されます。試料環境機器は、基本的に課題申請時の情報を踏襲しておりますが、

施設側の都合により、装置責任者のマシンタイム登録の時点で変更されている場合が

ありますので確認してください。不明点がある場合は、装置責任者または試料環境機器

担当技術職員までお問い合わせください。 

  

https://nsl.issp.u-tokyo.ac.jp/ring/user_top.php
https://nsl.issp.u-tokyo.ac.jp/ring/user_top.php
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3.2 研究協力者（共同実験者）の登録と確認 

一般課題申請時に登録していた研究協力者が自動表示されます。マシンタイムにあわ

せて東海に来所し実験に参加する方を登録してください※。来所の予定がない／なくな

った方は削除してください。 

(1) 実験者 1には、研究代表者が自動的に入力されます。 

(2) 職名・機関名など変更がある場合は変更してください。（本人には通知されません） 

(3) 研究協力者を追加したい場合、[実験参加者数] の人数欄にポインタを移動し、 ▲ をク

リックすると、研究協力者の入力欄が追加されます。 

→ 氏名、機関名以外の情報が不明の場合は、空欄でもかまいません。 

(4) 削除したい場合は、その実験者がかかれている行をすべて消去してください。 

今後、[削除] ボタンを実装する予定です。 

(5) 変更した情報は、ページ上部の [データ保存] をクリックすると反映されます。 

 

 

3.3 持込試料の登録と確認 

一般課題申請時に申請した情報が表示されます。追加、削除、修正がある場合はここで

変更を行います。 

→ IRT 課題ではここで初めて試料の申請となります。そのマシンタイムで使用する試

料を以下に従って登録してください。 

(1) 試料を新規で追加したい場合、[試料数] の数量欄にポインタを移動し ▲ をクリック

すると、新たな試料の入力欄が追加されます。試料の取り扱い方法、容器と固定方法ま

で入力が完了したら、[試料リスト] の右隣にある 

 ＞ [試料情報を新規保存] 

を選択してください。 [試料 ID]欄（自由入力不可）に、図 5 のように、番号（本シス

テムがもつ試料データベースの通し番号）が表示されます。 

(2) 過去の課題で登録済の試料を再度使用する場合、[試料リスト]の右隣の枠をクリックす

ると、過去に申請した試料がプルダウン表示されるので、その中から選択します（「{化

学式・組成}／{試料名(和名)}／{この試料を最後に申請したマシンタイム初日}」の書式）。

安全審査のコメントまで含んだその試料の情報を読み込みます。試料の質量などに変

更がある場合は、変更したうえで、 

＞ [試料情報を上書き保存] 

を選択してください。 

※ [試料情報を新規保存]を選択すると、元あった試料から複製されてしまいます。 

【実施済一般課題のフォローアップ IRT課題にて試料の再使用をする場合】 

現在、[試料リスト]のプルダウンで表示されるのは、自分が研究代表者である課題で申

請した試料のみとなっております。一般課題で他人が研究代表者である課題の試料は

 
※システム設計と管理の都合上、この実験申込で登録される研究協力者の情報は、来所申

請に依存しません。従って、各研究協力者におかれましては、各自で参加する課題を選択

して「来所申請」を行うようお願いします。 
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表示されません。この問題は追って解決させるつもりですが、それまでは、共同利用窓

口の方で同じ試料を登録する形で対応しますので、一般課題、試料名の情報を共同利用

窓口までご連絡ください。 

 

 

 

図 5  持込試料を表示させた状態 

 

(3) 試料を削除したい場合、 

 ＞ [試料入力欄をクリア] 

をクリックします。該当する試料の情報が消去されます。本システムに保存されている

データベースからは削除されませんのでご安心ください。 

(4) 変更した情報は、ページ上部の [データ保存] をクリックすると反映されます。 

 

 

3.4 持込機器の登録と確認 

一般課題申請時に申請した情報が表示されます。追加、削除、修正がある場合はここで

変更を行います。 

→ IRT 課題ではここで初めて試料の申請となります。そのマシンタイムで使用する試

料を以下に従って登録してください。 

(1) 機器を新規で追加したい場合、[持込機器の有無]が「無し」の場合は「有り」を選択し

ます。持込機器の入力欄が表示されます。既に持込機器が 1 つ以上ある場合は、[持込

機器数] の数量欄にポインタを移動し ▲ をクリックすると、新たな持込機器の入力欄

が追加されます。 

(2) 「使用目的・使用時の注意点等」まで入力が完了したら、[持込機器リスト] の右隣にあ

る 

 ＞ [持込機器情報を新規保存] 

を選択してください。 [持込機器 ID]欄（自由入力不可）に、図 6のように、番号（本

システムがもつ持込機器データベースの通し番号）が表示されます。 

(3) 過去の課題で登録済の機器を再度使用する場合、[持込機器リスト]の右隣の枠をクリッ

クすると、過去に申請した持込機器がプルダウン表示されるので、その中から選択しま

す。安全審査のコメントまで含んだその持込機器の情報を読み込みます。変更がある場

合は、変更したうえで、 

＞ [持込機器情報を上書き保存] 
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を選択してください。 

※ [持込機器情報を新規保存]を選択すると、元あった機器から複製されてしまいます。 

(4) 機器を削除したい場合、 

 ＞ [持込機器入力欄をクリア] 

をクリックします。該当する機器の情報が消去されます。（本システムに保存されてい

るデータベースからは削除されませんのでご安心ください） 

(5) 変更した情報は、ページ上部の [データ保存] をクリックすると反映されます。 

 

 

3.5 実験申込 

(1) 「その他通信欄」があれば記入してください。 

(2) すべての入力、内容確認が終わったら、ページ上部の [実験申込] をクリックします。

ダイアログに従って [OK] をクリックすると、提出となります。図 4 の画面で表示さ

れるステータスが、申込済に切り替わります。 

確認メールが送信されます。装置責任者にも cc通知されます。 

 

3.6 実験申込後は… 

申請内容の修正操作はできなくなります。特に試料の追加が出た場合など、修正したい

場合は、共同利用窓口にご連絡をお願いします。修正が必要な場合は、共同利用窓口よ

りご連絡しますのでご対応お願いします。 

 

課題のページの下にある「安全審査」欄は、実験申込した課題で持ち込む試料・機器に

ついて、装置責任者ならびに大学装置安全管理統括チームが安全性を評価し、コメント

を入力する欄です。 

実験前にもう一度ログインし、ご一読するようお願いします。 
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4. 【装置責任者】安全審査 

実験申込により研究代表者から提出された持込試料・機器に対して、安全審査を行います。 

第 2サイクルまでエクセルに出力した様式で実施していたときと同様に、本システム上で、

[装置責任者のコメント]を入力してください。 

 

(1) NSL RINGに自身のアカウントでログインします。 

(2) [マシンタイム] ＞ [実験申込 管理] をクリックします。安全審査を行うサイクル・装

置を選択します。研究代表者が実験申込済の課題が、ステータス＝申込済 と表示され

安全審査が可能な状態になっています。 

(3) 編集ボタンをクリックし、課題の詳細を表示します。申請された[試料]・[機器]の欄まで

スクロールし、それぞれに対して内容を確認のうえ、「装置責任者のコメント」を入力

してください。「大学装置安全管理統括チームからのコメント」も適宜参考にしてくだ

さい。 

(4) すべての試料・機器について入力が終わったら、ページ上部の [データ保存] をクリッ

クして完了させます。（一部の入力でも[データ保存] をクリックすれば入力内容が保存

されます。 

(5) 担当の装置のコメントの入力を、締切（サイクル前週火曜日。1.概要 に示すとおり）

までに完了させてください。 

 

  

https://nsl.issp.u-tokyo.ac.jp/ring/user_top.php
https://nsl.issp.u-tokyo.ac.jp/ring/user_top.php
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5. お問い合わせ 

不明点などがありましたら共同利用窓口までメールでお問い合わせください。 

nsl-use (at) issp.u-tokyo.ac.jp 

 

担当者（対応者） 

・ 事務手続き 主担当 ：清水 

副担当 ：大島 

英語対応 ：清野 

・ 試料安全関係 ：篠崎 

・ システム全般、バグ報告 ：川名 

 

A2B3O4の磁気相転移 


